
チーム美らサンゴ
サンゴフォーラム報告

1. 場所 沖縄県名護市 万国津梁館

2. 日時 2008 年 7 月 21 日（月）海の日（祝日）

3. 時間 14：00～16：00

4. 対象 小学生・中学生対象

5. 出席者 ＡＮＡ（10名）・沖縄電力（4名）・琉球放送（2名）・海邦銀行（1名）・オリオン

ビール（1 名）・沖縄タイムス（2 名）

概要：

save the coral 実行委員会・万国津梁館主催で開催されたサンゴ保全啓蒙活動イベント『save 

the coral』※の一部としてチーム美らサンゴのフォーラムを開催。 （環境省・沖縄県後援）

今年度のフォーラムについては、沖縄県内のチーム企業が中心となってチームの活動紹介他子

供達を対象としたプログラムを提供した。

※沖縄のミュージシャンやタレント（りんけんバンド・ガレッジセール他）による音楽イベント他、絵

画展・ワークショップ・エイサー（民族舞踊）

プログラム内容：

①チーム美らサンゴの紹介

ＡＮＡ・沖縄電力・沖縄タイムス・琉球放送・海邦銀行・恩納村漁協・万座ビーチホテル・サンシャイ

ン国際水族館館長よりＰＰＴを使用した活動紹介。

②中学生・高校生によるサンゴ研究発表

与勝緑ヶ丘中学校・高校生 8 名による『私たちが気軽に見ることのできるサンゴたち』研究発表。

③沖縄の海を撮り続けてきた写真家によるトークセッション

横井謙典氏・宇治川博司氏登壇。海の生き物からサンゴの紹介など、子供達を巻き込んだ楽しい

プレゼンテーション。

他企画：

④サンゴのかけらや貝殻を使った工作教室

※沖縄電力ＳＴＡＦＦが企画・運営。別途報告書参照。

⑤チャリティーフォトギャラリー

横井謙典氏・宇治川博司氏の協力の下、写真展を開催。写真は 1 枚￥3,000 で販売し、恩納村漁

協へサンゴの苗 1 本分として寄付。6 枚販売。

⑥お楽しみ抽選会

受付時にクジを

⑦ワラビー（沖縄タイムスキャラクター）・３ちゃん（琉球放送キャラクター）

着ぐるみによるダンスショーなど。
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キーホルダー引換券・・・・・ 134 枚（キーホルダー134 個提供）

アンケート回収・・・・    13 枚（100 枚配布）

工作・・・・・ 110 名分用意し、ほぼ無くなった

工作コーナーは常に人気だった。開始時の来場者は 100 名程度あったと思われるが、最後まで残

っていた人数は 3～40 名程度。パンフレットは沖縄各企業と小・中学校で合計 1000 部配布。

Save the coral 全体で 3000 名の来場者であったが昼過ぎには帰られる方が多く見られた。

フォーラム開始の時間設定などに工夫の余地があったと思われる。

アンケート結果

※複数回答有り。
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